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Medical Lecture

　「ポリファーマシー」という言葉をご存知ですか。
服用する薬剤の種類が増え、飲み合わせが悪い薬や
同じ成分の薬剤を重複して服用してしまうことによ
り、副作用などの有害事象を起こす状態のことを指
します。
　高齢になると、高血圧症などの慢性疾患だけでな
く、睡眠障害・便秘症などの加齢変化に対する治療
の機会が増加し、服用する薬剤の数が多くなる傾向
にあります。多剤服用が悪いわけではありませんが、
診療科が異なることによる複数の薬剤の処方、用
法・用量が守られているか否かなどのさまざまな要
因によって予測不可能な有害事象が起こることもあ
ります。複数の疾患を有していると病状の安定に薬
剤は欠かせませんが、必要な量を内服していたとし
ても薬剤の増加に伴い、有害事象が出現しやすくな
る場合もあります。
　多剤服用とは６種類以上とされることが多く、５
剤以上の服用で転倒リスクが高くなるという報告も
あります。ポリファーマシーによるふらつきや食欲
低下、認知機能低下の症状が転倒・骨折などの事故
につながることがあります。
　健康食品やサプリメントにも気を付けなければな

りません。サプリメントは「食品」の区分に位置付
けられていますが、複数あるいは大量の摂取や薬剤
との併用で健康被害を来すこともあるため、服用し
ている場合には必ず医師や薬剤師に伝える必要があ
ります。
　昔から服用している薬剤であっても他の薬剤の数
が増えていくにつれて有害事象が出現しやすくなる
場合もあります。だからといって、自己判断で服用
を中止することや飲み忘れのために過剰に服用する
ことは、かえって不調を来す可能性があります。用
法・用量を守ることが重要であることから、かかり
つけ医に相談して服用する数や時間などを個々の生
活状況に合わせて見直すこと
も大事な工夫になります。
　ポリファーマシーを防ぐた
めにはかかりつけ医だけでな
く「かかりつけ薬局」を持ち、
薬剤の見直し・相談ができる
機会をつくっていくことも大
切です。
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オーラルフレイルに注意！
　心と体の活力が低下して要介護になりやすい状態を
フレイルと言います。オーラルフレイルとは、口

こうくう
腔機能

の軽微な低下や食の偏りなどの体の衰え（フレイル）の
一つです。滑舌低下・食べこぼし・わずかなむせ・かめな
い食品の増加・口の乾燥などささいな症状から始まるの
で注意が必要です。

年齢が上がると20本以上の歯を有する人は減少 こんなことも効果的！口腔機能を高めるために
①しっかりよくかんで食べる
②バランスの良い食事をおいしく取る
③姿勢に注意して食べる
④たくさんおしゃべりする
⑤歌を歌ったり早口言葉に挑戦したりする
かかりつけ歯科などで定期的に受診しましょう！
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お口の健康体操　食べる機能を向上させよう！
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　自宅にある古い物が大切な資料かもしれません。
次の情報などがありましたら連絡してください。
・古い文書・絵・地図・日記・手紙など　
・明治から昭和の風景や行事などの
　写真・映像
・市内の団体が刊行した記念誌など

指宿市の古い資料や写真などの情報を集めています

２次元コードからも連絡できます

　江戸時代の指宿には藩の役所の「地
じ ど う か り や

頭仮屋」が外城市
に置かれ、幕末にそこで働いていた前

ま え だ
田勘

かんすけ
助は仕事の内

容を『前田勘助日記』に細かく記録しました。幕末から明
治にかけての指宿を知るための重要な手掛かりです。日記
からいくつかのエピソードを紹介します。

　幕末、イギリスやフランスなどの船舶が藩の領域に次々
に来航しました。日記には指宿周辺に出没する外国船の
記録があります。

（安政５年（1858）６月２９日）
佐多の尾波瀬の沖に異国船が三艘出現した。
（文久３年（1863）２月１７日・１８日）
蒸気船が佐多沖から山川児ヶ水の方へ航行し、山川に近い場
所に碇を下したと報告があったため、早馬を出し係の者たちを
集め備えた。また兵を砲台に派遣した。

　中国の清はイギリスなどによって領土を侵略されました
（アヘン戦争）。藩主島

し ま づ
津斉

なりあきら
彬は西欧諸国の侵略から日

本を守るために軍事力の強化と国力の増強が必要と考え、
藩内各地で軍事訓練が行われました。指宿にも訓練場が
あったのです。

（安政５年（1858）３月23日・24日）
潟口浜と田良浜で、指宿・山川・頴娃・今和泉・喜入の合同軍
事調練が開催され、島津斉彬公が見学をされた。指宿から72
人の兵が参加し、全部で372人による砲術訓練があった。

　外国船が鹿児島湾の奥に入り込むと鹿児島城下は危機
にひんするため、鹿児島湾の入り口の指宿などに砲台を設
置し、侵入を食い止める必要がありました。

（文久３年（1863）４月１３日）
宇左衛門殿は大山崎の台場設置現場に勤めた。

　山川港の周りにも砲台があり、そこに火薬を供給する火
薬工場（「銃薬方」）が山川成川に設置されました。

（文久３年（1863）５月２日）
山川水車場への「銃薬方」造立に伴い、指宿から大量の杉材
木が取り寄せられた。

　文久３年（1863）７月、イギリスの軍艦７隻が鹿児島湾
に侵入し、藩と戦闘が発生しました（薩英戦争）。鹿児島
城下は大規模な火災が発生するなどの被害を受けました。
この戦闘後、藩内では更なる軍事力増強が進められ、湊地
区には成川火薬工場に供給するための火薬の原料工場が
造られたのです。

（元治２年（1865）３月２１日）
大根占硝石製造所の責任者・西田源左衛門殿が、湊地区の
「硝石丘小屋」の視察に来られた。

　「硝石丘」は島津斉彬がヨーロッパから導入した火薬
原料の製造技術です。湊地区には最新技術を使った生産
拠点が設置されました。視察に来た西

に し だ
田源

げ ん ざ え も ん
左衛門は俳優

の西
に し だ

田敏
としゆき

行さん（故人）の曾祖父に当たる人です。
　日記から、緊張感漂う幕末の指宿の様子を知ることが
できるのです。

文久３年（1863）の日記
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